
課題/背景（技術・技能伝承の必要性）
 ●今後5～ 10年間に熟練者の退職によってコア技術・技能が喪失するという事態に対し、多くの企業では技術・技能伝承に取り組んでいます。しかし、
多くの企業で「熟練技能者のノウハウを効率よく伝承する」ことができない状況に瀕しています。

サービス概要（技術・技能伝承サイクルと提供サービス）
 ●技術・技能伝承は教材型（作業標準や手順書などにカンコツを盛り込む）とOJT型（マンツーマンで継承）に大別されるが、いずれも技術・技能伝承サ
イクルとして整理・体系化することが可能です。
 ●ノウハウの効率的な伝承には、現場で活用すべき「情報の見える化」と実施後の「経験の見える化」の枠組みを検討し、実効力のある伝承の仕組み
を構築する必要がありますが、富士通総研ではそのための支援サービスを提供します。

これらの課題を解決するために

企業実態（組織構造･業務内容･作業スキルなど）に合わせた伝承手法の確立が必要
◇ノウハウを活用する場面ごとに必要な情報を洗い出し、「活用場面」と「必要な情報」を定義のうえ、蓄積する方法
や内容を参照するための組織的・体系的な仕組み

◇「新人教育」「製造活動」「トラブル対応」など作業場面ごとに必要な関連情報が体系的・網羅的に検索・参照でき、
将来の改善や創意工夫にも陳腐化しない仕組み

製造現場の実態

これらの課題を解決するために

◇今後5～10年で熟練者が半減する
◇業務効率化により勉強する時間がとれない
◇伝承したくとも、伝承対象者である中堅技能者が
いない（初心者にはレベルが高すぎる）
◇技術・技能伝承に対する現場の意識が低い
（必要性の周知と動機付けの手段がない）
◇作業標準はあるが、安全面を重視した手順書的な
もので、ノウハウの伝承には使えない
◇工場間で、人材（年齢）構成が異なり、画一的な
取り組みは難しい
◇業務ノウハウなどの情報の共有化をしたい

◇作業の動画は撮ったが使われていない
（編集や活用場面・目的を考慮していない）
◇伝承マニュアル作成は小集団や時間外の作業とな
り、人事的サポートがされていない
◇熟練者自身も何を伝えていいか分からない
（ノウハウと気付いていない）
◇熟練者も仕事に追われ、後継者を育成する時間が
取れない
◇技術・技能の抽出や整理に時間がかかり、技能伝
承ノウハウまで整理できていない
◇合併などにより文書管理ルールが不統一

技術・技能伝承の実態

新しい価値創造

ナレッジの活用・管理
（情報の活用・成長）

ナレッジコンテンツ整備
（情報の集約・結合）

会得
・自学習による継承
・技能の習得

統合
・新知識と既存知識
の組み合わせ､
マニュアル化

・技術技能整理
・伝承すべき
ノウハウを特定

共創
・新しいノウハウの
会得

・新しい知識の創造
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暗黙知
・個人知の状態
・OJTで伝承

表出
◇技術・技能の整理体系化

◇作業標準などの作成支援
（デジタル仕様書など）

◇ナレッジ・データベース
整備
（情報の分類・リンク化）

◇ノウハウの活用支援
（デジタル屋台、標準化）

◇伝承指導者育成
（ナレッジ・インストラクタ
育成）

提供サービス例
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◇グループウエア
◇ナレッジポータル
◇技術・技能DB

など

実践

◇e-ラーニング
◇デジタル手順書
◇動画配信
◇動画視聴ツール

伝承ポイントの特定

◇センシング
◇画像解析
◇動画分析ツール

など

見える化

◇文書管理
（承認・配信・改版・・）
◇情報検索
（全文・キーワード・・）
◇動画編集ソフト
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サービスカタログ

コア技術・技能の伝承を実現する技術・技能伝承コンサルティング



サービスのポイント【伝承方法の明確化ポイント】
 ●技術・技能伝承では伝承ポイントの特定を行い、必要なノウハウを作業標準に落とし込むことが必要となりますが、弊社のサービスは伝承効率の向
上と伝承の有効性を高めるための進め方を提供いたします。

 ◇ポイント①････伝承ポイント特定の視点の提供により、技術・技能マップから伝承ポイントを効率的に特定することが可能
 ◇ポイント②････動画撮影や加工・編集時の留意点を事前に把握できることで、伝承ポイントに焦点をあてた動画撮影が可能
 ◇ポイント③････見える化手法の特徴と使い方が明確になることで、伝承ポイントを作業標準へ簡単に盛り込むことが可能

期待効果と成果物イメージ【製造ノウハウ・データベースの例】
 ●ある工場の事例では、工場ごとに実施されていた製造作業、共通的な部分をデータベース（ナレッジ）化することにより、全社作業レベルの底上げ
と工場間作業者の情報共有による社内活性化の実現が可能となりました。

【ご参考】技術・技能伝承コンサルティングの推進方法
技術・技能伝承の効率的な推進には、「技術・技能マップと育成計画の検討」、「作業標準整備マニュアルの準備」、「技術・技能伝承運用の仕組み」を明確
にすることが特に重要となります。
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B工場

製造ノウハウ
データベース

効率的かつ
全社製造レベル
の向上が可能

ノウハウを
ベースに交流

本社

登録情報や活用環境
の標準化

マニュアル
（設計標準、手順書）

教材
（動画・写真・イラスト）

ナレッジ化による共有・継承ノウハウ技術の表出化

◇技術ノウハウなどをビデオ映像化
（ビデオ・マニュアル化）

◇共通可能な作業標準をデータベース化
（各工場から検索と活用が可能）

◇カンコツに裏づけされた熟練技能の標準化
（陳腐化しない運用の仕組みも整備）

◇蓄積された情報を新人教育などに活用
（経験がない作業などの事前学習）

◇現場作業者の指導者を研修で育成
（各工場の指導者間で交流）

主な取り組み内容

製造
ノウハウ

製造
ノウハウ

製造
ノウハウ

2.
個人別教育計画
（目標）の策定

6.
技術・技能伝承
の試行と実践

5.
支援体制・制度

の整備

4.
伝承方法の明確化

（伝承マニュアル整備）

7.
ノウハウ活用と見直し
（育成フォロー）

3.
伝承内容の明確化
（作業別育成計画）

1.
業務・知識の
整理・体系化

◇フォーマットの見直し
◇参照・検索情報のリンク化
◇作業標準見直し方法
（作業標準整備マニュアル）

◇技術・技能マップ整備
◇作業別習熟度の判定
◇目標値と育成方法検討
◇作業別育成計画を検討

◇作業場面ごとに作業標準や
関連情報の提供方法

◇新情報蓄積など運用の仕組み
（振り返り会、育成フォロー）

伝承内容の明確化 伝承方法の明確化 ノウハウ活用と見直し
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